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１．はじめに 

近年，日本では地球温暖化の影響もあり大雨や

集中豪雨が多発しており，それにより起こる土砂

災害は社会生活や自然環境の大きな脅威となって

いる．国内には土砂災害の危険箇所が約 52 万箇所

ある．平成 26 年 8 月豪雨により広島県広島市北部

の住宅地で発生した土砂災害では，人的被害は死

者 74 名，重症者 8 名，軽傷者 36 名，家屋被害は，

全壊 133 軒，半壊 122 軒となった．このような大

きな被害となった原因の一つに，住民の避難に対

する判断基準の不明確さが挙げられる． 

土砂災害の避難の基準として，現在は各地気象

台が発表する土砂災害警戒情報や大雨警報・注意

報があるが，局地的大雨を考慮した場合，自分の

いる場所で土砂災害が発生するのかを予測するの

は難しい．加えて，高齢者対応を想定した場合，

IT に依存しないシステムも望まれる．以上より，

本研究では GIS（地理情報システム）を用いて一

般住民の土砂災害における避難のタイミングを判

断する補助的情報について検討した． 

これまでに，土壌雨量指数と 1 時間雨量（R1）

との関係性を調査し，図1のような土砂災害に対

する避難フロー（以下，避難フローと略記）を作

成した．この避難フローを平成 25 年 8 月豪雨によ

る広島市の土砂災害に適用したところ，20 分程度

であるが，土砂災害発生より早く避難することが

可能であったと示された．以下では，広島県の事

例以外の土砂災害にも同避難フローを適用し，そ

の特徴を考察した． 

 

２．研究成果 

（１）フローチャートの適用事例 

昨年の広島県の事例も含め 25 件の土砂災害の

事例に避難フローを適用し，表1のような結果を

得た．同表中の項目には，避難フローによる避難

の成否を確認するために，土砂災害発生日時，避

難勧告の有無，避難勧告のタイミング，避難フロ

ーによる避難のタイミング，降雨継続時間，R1基 

 
図1 土砂災害に対する避難フロー 

表１ 避難フロー適用事例 

 
 

準値を含めた．25件の災害事例を選ぶにあたって

は，土砂災害による死者が発生した事例とした．

表1の「避難勧告」の項目をみると，避難勧告が

発令された事例は18件であったのに対し，「避難

勧告のタイミング」の項目より，避難勧告の発令



 

  

された時間が土砂災害発生よりも早かった（避難

勧告のタイミングを“○”で表記）事例は，5 件

であった．これより，多くの事例で避難勧告が発

令されているが，土砂災害発生には間に合っては

いないということがわかる．また，同表の「避難

フローによる避難」の項目より，避難フローの基

準で避難に至った事例が 16 件であるのに対し，

「避難フローのタイミング」の項目で示されるよ

うに，土砂災害発生よりも早く避難できた事例は

15件であり，避難フローの基準に従えば，避難勧

告よりも高確率で土砂災害発生前に避難できるこ

とが確認された．また，避難勧告は出されなかっ

たが，避難フローでは避難の基準に至ったという

事例も数件あり，行政の出す避難勧告と本研究の

避難フローを併用することで，今よりも被災する

可能性を減らせるのではないかと考えられる． 

 

（２）避難フローの改良 

上記避難フローにおいては，土砂災害の前に避

難できることを成功とするとその成功率は15/25

であり，改良が必要である．そこで，避難フロー

の基準値を少し変え，25件の事例に適用した．ま

ず，R1の基準値を，10㎜，20㎜ずつ下げたとこ

ろ，それぞれの成功率は17/25，19/25と確率は高

くなった．一方で，R1から20㎜も基準を下げて

してしまうと，安全な状態でもすぐに避難の基準

に至ってしまう，過剰な状態を生むこととなる．

同様に，延雨量が150mmを超えるという条件を，

140mmと 130mmに変えて適用してみたが，この条

件を変えることで成功率が上がることは無かった． 

さらに，現状の避難フローの問題点として，長

時間に渡り雨量の観測を続けるのは困難であると

いう問題点も挙げられる．表1中の降雨継続時間

より，1番長いもので72時間にもわたり降雨が続

いていることがわかる．表2は避難フローで避難

の基準に至った事例の内，避難に至るまでの降雨

観測時間を示したものである．同表より，24時間

以上の観測を要する事例が5件ある．このような

長時間の観測を続けることは，過去に発生した土

砂災害の約70%が深夜に発生していることも考え

ても，非常に困難であると言わざるを得ない．そ

こで，ITを使うことになるが，高解像度降水ナウ 

表2 雨量観測時間 

 
 

キャストに注目した．高解像度降水ナウキャスト

は，気象レーダーの観測データを利用し，250m解

像度で提供される降水の短時間予報であり，パソ

コンや携帯電話で閲覧することができる．高解像

度降水ナウキャストが250m解像度で提供する最

長時間である30分後の予測がどのくらいの確率

で当たるのかを，実際に降水量を調査して比較し

た．2日間で10分ごとに30分後の予測について

計10時間調査したところ，すべての予測が，

10mm/h以下の誤差に収まった．また，誤差のでた

予測の大半が実際の降水量よりも，多い量の降水

を予測していることがわかった．したがって，高

解像度降水ナウキャストはR1を実際に測定する

のに代わる手段となり得ると考えられる．さらに，

まとまった雨が降ることを予測し，早い時間に避

難行動を開始することを可能とする点や，R1を測

定するより降水量の確認が容易である点からみる

と，R1を測定するよりも有効な手段であるとも考

えられる．  

 

３.まとめ 

本研究では，25件の事例に，提案した避難フロ

ーを適用し，その成功率を調べた．住民が同フロ

ーに従って行動するとの前提であるものの，避難

の成功率を向上する可能性が示された．同フロー

で改良すべき点の一つについては，高解像度降水

ナウキャスト利用の有効性を示した．今後は，実

際の「行動」に結びつくような視点を加え，他の

指標等も用いて，より正確な判断が行える避難フ

ローの構築を目指す必要がある． 
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